やんばる緑茶

　「やんばる」とは本島北部の山林地帯のこと。香りが豊かな普通のお茶
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うっちん茶

　うっちんは「ウコン」と同じ。ウコンは乾燥すると、ターメリック（カレー粉やたくあんの着色料などにつかう）になり、また止血剤や健胃剤としても使われる。琉球王朝時代はたいへんな貴重品。このうっちん茶は漢方薬のような味がした。
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ゴーヤー茶

　乾燥したゴーヤーをお湯をそそいで飲む。お茶とひどくかけ離れているわけではないが、あと味にやはり少し苦みがある。
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さんぴん茶

　いわゆるジャスミン茶で普通に飲める
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シークヮーサー

　沖縄ではよく見られるスダチににた果物。さっぱりした柑橘系の味がするがレモンのような苦みも少しある。レモネードに近い。
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中味汁（なかみじる）

　豚の内臓（モツ）を中味と呼ぶ。これはレトルトのもので軽く塩としょうゆ味。中味ソバというと沖縄ソバに中味が乗ってでてくる。テビチ（豚足）やミミガー（豚の耳）、山羊肉なども普通に売っているが、中味汁などは比較的無難に食べられる。
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沖縄ソバ

沖縄ではソバというと沖縄ソバのことで、どちらかというとウドンに近い。これは半生のものを調理したものだが、塩味を中心にさっぱりしたカツオブシ味で誰にでもおすすめできる。
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「ゴーヤーチャンプルー」の作り方

（１）ゴーヤーは黒っぽくて、みずみずしいものを選ぶ

（２）ゴーヤーを縦２つに切り両端を落として種をとる

（３）５ミリくらいの厚さに切る。（厚いと苦くなる）

（４）少し塩水につけておく。（苦いものが好きな場合はやらない）

（５）豆腐（本当は島豆腐が良いが普通は手に入らないから木綿豆腐）

　　　の水を切っておく

（６）油で肉（塩・コショウ）を炒めてから、豆腐を手でちぎっていれる。

（７）豆腐に火がとおったら、ゴーヤーを入れる。あまり炒めるとゴー

　　　ヤーがしなしなになってしまうので注意する。最後に溶き卵をか

　　　らめる。味は醤油とかカツオブシとか自由。

（８）できあがりの写真
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その他のチャンプルー

フーチャンプルー　沖縄独特の巻き麩（ふ）をニンジンやタマネギなどの野菜といため、玉子をからめた料理。定食屋では定番メニュー。

ソーミャンチャンプルー　そうめんを固めにゆでて、水気をきり、しいたけやツナなどといため、塩・醤油で味をつけたもの

マーミチャンプルー　　　もやし（マーミ）をつかったチャンプルー

